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認知症で血中濃度が変化するペプチドを測定し
軽度認知障害(MCI)リスクを評価します。
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■軽度認知障害リスク評価は でした。

では

■軽度認知障害リスクが低いと考えられ、現在の生活習慣を継続す
ることをお勧めします。
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お問い合わせ

質量分析計を用いた選択反応モニタリング

（Selected Reaction Monitoring︔SRM）法で

測定します。被測定ペプチドと同じアミノ酸配

列を持った質量数の異なる安定同位体分子を内

部標準品として血清に添加した後にSRMを実施

し、内部標準品の濃度から被測定ペプチドの濃

度を求めます。これまでの免疫化学法と違い、

抗体を使わずに、1回で3種類のペプチドを同時

に測定できる世界初の検査法です。

『プロトキー®認知症リスク検査』キットを使用して、あなたの血中マーカーを測定

します。認知症はある日突然発症するものではなく、徐々に認知機能が低下し、軽度

認知障害を経て認知症に至ります。現在のところ、認知症を原因から治療する薬はな

く、認知症の発症を早期に認識し、軽度認知障害のうちに進行にブレーキをかけるた

めのさまざまな予防法が勧められています。

認知症リスク検査について

軽度認知障害リスクが高いと考えられ、精密検査を

含む総合的な検診を推奨します。

軽度認知障害リスクは中程度と考えられます。

今後定期的に本リスク検査でリスク値の変化を

確かめることをお勧めします。

軽度認知障害リスクは低いと考えられ、現在の

生活習慣を継続することをお勧めします。
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独自開発のペプチド解析技術（BLOTCHIP®-MS法）を用い、血清から従来のアミロイドβタンパク質

（Aβ）やタウタンパク質（Tau）とは異なる、アルツハイマー病患者脳の脳血管と神経組織の双方向性

機能単位（Neurovascular Unit︔NVU）や神経炎症（neuroinflammation）、神経可塑性

（neuroplasticity）、血液凝固等のプロセスに関連するタンパク質の断片（バイオマーカーペプチド）

のセット（マルチマーカー）を発見し、これらのマルチマーカーを用いた『プロトキー®認知症リスク

検査』法を完成させました。この検査法により、少量の血清から軽度認知障害リスクを高い確度で判定

することが可能になりました。

測定するマーカー

アルツハイマー病の臨床経過と予防効果の確認
認知症は発症の20年前からはじまっています。有効な治療薬のない現在、積極的に

認知症の発症予防に努め、定期的に『プロトキー®認知症リスク検査』で予防効果を

確かめましょう。



本検査は研究用試薬を用いた認知症リスク検査です。認知症の確定検査ではありません。

お問い合わせ

株式会社プロトセラ　衛生検査所 　　（http://www.protosera.co.jp/）
大阪市淀川区西中島4丁目3番22号　新大阪長谷ビル3F  　　プロトキー疾患リスク検査係

（弊社ウェブサイトのお問い合わせメールをご利用ください）
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